
感震ブレーカーについて

◎知っていますか？

地震による火災の過半数は電気が原因です。地震が引き起こす電気火災とは、地震の揺れ

に伴う電気機器からの出火や、停電が復旧したときに発生する火災のことです。

地震による電気火災対策には感震ブレーカーが効果的です。

※日本で発生した大きな地震と電気火災には、見過ごせない関連性があります。

感震ブレーカーの設置は、地震発生後の二次災害（電気火災）を防ぐ役割として非常に

大切です。

◎感震ブレーカーとは？

感震ブレーカーとは、地震による大きな揺れを感じた際に、自宅内のブレーカーを自動で

切ってくれる装置です。

電子機器や白熱灯などからの出火や増設タップのショート、停電が復旧した際に起こる通

電火災を含めた電気関連の火災を防いでくれる役割を担っています。

◎感震ブレーカーの設置は義務化されているの？

感震ブレーカーの設置は義務化されていないものの、地震に伴う通電火災を防ぐ目的から設置が

推奨されています。

「義務化されていないなら設置の必要はない……」と判断せず、地震による通電火災からご家庭を

守るためにも設置を検討して見ましょう！

◎過去の大型地震と電気火災の関連性


